
　　第７回 日本移民学会冬季研究大会
The Japanese Association for Migration Studies 

2022年12月10日 (土)13:00~18:30 (入館可能時間：12:30~13:30)

新丸の内ビルディング 10 階 京都アカデミアフォーラム in 丸の内

金　希相　(東京大学・院) 日本における移民の居住格差に関する研究

エンヒバイヤル
ノミンエルデネ (筑波大学・院)

占領期日本における移民としての戦災孤児の足跡をおって
―「少年の町」を事例に―

山崎　哲 　　　(一橋大学・院) 中国帰国者はなぜ日本社会で見えにくい存在となっているか

城　渚紗 　　　(東京大学・院)
サハリン残留コリアンの帰還―戦後補償・市民運動・冷戦期
の国際政治

大川　ヘナン   (大阪大学・院) 移民である「私」の移民研究

カ　ヨウカ　  (上智大学・院)
ベトナム／中国を越境する少数民族女性の生存戦略―ヌン族
／ベトナム人の交錯する国境地帯でのフィールドワークによる考察

松平　けあき
      　　 (国立国語研究所・非)　

トランスナショナル移動と従軍
―二つの国家に従軍した日系アメリカ人二世

鈴木　俊弘 
   　　   (桜美林大学・非)　

「ニグロも英語を話すだろうが」―20世紀アメリカ社会に
おける奴隷制への想像力と「非言語論的人種論」の展開

第1部　公開講演会　～移民研究から問い直す日本社会～
アンジェロ・イシ（武蔵大学）
「移民研究の楽しさと難しさ：在日ブラジル人の旅行記と”旅”の意味づけに
　関する事例研究を手がかりに」

李里花（中央大学）
「移民研究の課題と可能性：戦前の日本におけるチマチョゴリのイメージと
　朝鮮人女性を手がかりに」

第2部　次世代リレートーク　司会：菅 美弥（東京学芸大学）

コメント： 兼子 歩（明治大学）・ 塩原 良和（慶應義塾大学）

17時～　交流会　同フロアの京都大学東京オフィスにて 

アクセスと
お申し込み
は次頁参照

参加費
無料

司会：佃 陽子（成城大学）

公開講演会・次世代リレートーク

 開会の辞　竹沢 泰子（京都大学）



会場へのアクセス

新丸の内ビルディングは土日祝日休館のため、JR東京駅丸の内地下中央口または 
地下鉄丸の内線東京駅改札口（3番出口）から繋がるオフィスエントランスより
ご入館ください。係の者が12:30~13:30まで待機しております。
（※商業エントランスからは入場できません。）

行き方
①新丸の内ビルディング地下のスターバックス新丸ビル店へ向かう
　（東京駅地下通路）
②スターバックス前の扉（新丸の内ビルディング入り口）に係の者が待機して
　います。係の者に従って入館してください。

↑新丸の内ビルディング内
「京都アカデミアフォーラム」所在地

スターバックス所在地↓

　　参加申し込み
参加には事前登録が必要です。
12 月 8 日（木）までに申込フォーム(右 QR コード)
からご登録ください。

主催：日本移民学会 
共催：科学研究費基盤（S）「人種化のプロセスとメカニズムに関する複合的研究」


